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東海層群の層序と東海湖盆の古地理変遷

吉　田 史　郎＊

YosHIDA，F．（1990）　Stratigraphy　of　the　Tokai　Group　and　paleogeography　of　the　Tokai

　　　　　sedimentary　basin　in　the　Tokai　region，central　Japan．B％」乙G601．S％7∂．血卯盟，

　　　　　vol．41（6），p．303－340．

Aわstract：The　Tokai　sedimentary　basin　is　one　of　three　isolated　nonvolcanic　and　nonmar・

ine　intra－arc　basins　which　have　been　formed　in　Southwest　Japan　since　Pliocene，in　which

the　Pliocene　and　Pleistocene　Tokai　Group　accumulated　more　than2，000m　thick．The

group　consists　largely　of　mud，sand　and　gravel　with　thin　intercalations　of　volcanic　ash

layers．

　　　　　The　subjects　treated　here　are　l1〉to　establish　a　stratigraphic　framework　of　the

whole　sequence　of　the　Tokai　Group，and2）to　correlate　the　sequence　w圭th　the　other　two

basin－fill　sediments，i．e．the　Osaka　and　Kobiwako　Groups，3）to　clarify　the　paleogeogra－

phy　of　the　Tokai　sedimentary　basin　in　terms　of　its　stratigraphic　and　sedimentary　features．

　　　　　The　results　of　the　first　and　second　subjects　are　as　follows　l

　　　　　l）　The　lower　and　middle　parts　of　the　Tokai　Group　are　distributed　within　the

eastem　and　southem　parts　of　the　basin．The　upper　partαops　out　in　the　northwestem

part　of　the　basin，and　the　uppemost　part　occupies　the　northwestem　marginal　part　ofthe

basin．

　　　　　2）　The　Tokai　Group　contains　sediments　of　a　lower　sequence　than　the　other　two

9「OUPS。

　　　　　3）　The　Tokai　Group　to　the　west　of　Ise　Bay　yields〃1吻s6卿o勿Flora　from　all　parts

of　the　sequence．

　　　　　4）　The　Tokai　Group　yields　two　kinds　of　proboscidean　fossils，i．e．S孟召go40πcf．

61のh伽渉o’46s　and　S．σ肋sh勿％s商．The　former　taxon　occurs　in　lower　horizons　than　the

latter　one．The　stratigraphic　horizon　and　age　of　S．cf．6♂のhα窺oぎ48s　of　the　Tokai　Group

are　identical　with　those　of　the　Kobiwako　Group，and　the　base　datum　of　fossil　S．盈薦h招銘sまs

coincides　among　three　groups．

　　　　　5）　The　Pliocene　and　Pleistocene　boundary　in　the　Tokai　Group　lies　just　above　the

Karegawa　Volcanic　Ash　Layer　which　is　intercalated　in　the　upper　part　of　the　group．

　　　　　The　summary　of　the　th圭rd　subject　is　as　follows　l　　　　　　　　　　　　曹

　　　　　一In　about　earl圭est　Pliocene，a　depocenter　took　place　along　the　southem　marginal　part

of　the　basin，to　which　the　sediments　was　supplied　from　the　south．Until　the　end　of　Early

Pleistocene，the　depocenter　had　shifted　to　the　north　or　the　north－northwest．During　the

period，the　sediments　were　transported　from　the　west，east　and　north　with　northerly

migration　of　the　sediment　source　areas。And　the　depocenter　was　restricted　within　the

northwestem　marginal　part　of　the　basin　in　late　Early　Pleistocene．

1．はじめに

　伊勢湾周辺の丘陵地帯に露出する鮮新一更新統は，東

海層群と呼ばれ，その分布範囲は，東西約100km，南北

約100km，総面積約6，000km2に及び（第1図），積算

＊地質部

層厚は2，000m以上に達している．東海層群はこのよう

な広い分布面積と厚い層厚を持つため，近畿地方の大阪

層群や古琵琶湖層群と並んで，瀬戸内区（池辺，1957）

に堆積した第二瀬戸内累層群を代表する堆積物とみなさ

れてきた．そして，植物化石や長鼻類化石の産出状況か

ら，鮮新一更新世に形成された堆積盆地，すなわち東海
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東海層群の層序と東海湖盆の古地理変遷（吉田史郎）

湖1）（竹原ほか，1961）を埋積した河成一湖成堆積物と考

えられてきた（鈴木ほか，1947；赤嶺ほか，1951；大阪

層群研究グループ，1951；竹原，1961；石田・横山，

1969など）．

　現在まで，大阪層群と古琵琶湖層群についての層序や

地史は多方面から研究され，日本の鮮新一更新統の標準層

序の一つとなっている（ITIHARA6緬1．，1987；市原ほか，

1988など）．しかし，同じ第二瀬戸内累層群である東海層

群は，伊勢湾周辺各地に離れて分布し，しかも岩相変化

が大きい上に地質構造が複雑なため，全体の層序すら確

立していないのが実状である．このことが，東海層群の

みならず，第二瀬戸内累層群全体の対比・地史・構造発

達史，あるいは近畿・東海地方のネオテクトニクスを考

察する際の大きな障害となっている．

　本論文の主題の一つは，筆者がこれまで得た成果と，

他の研究者の研究成果を用いて，現段階での東海層群全

体の岩相層序・火山灰層序・化石層序を設定することで

ある．筆者は10年間以上にわたる野外調査を通じて，東

海層群（特に伊勢湾西岸地域）の岩相層序・火山灰層

序・地質構造の解明に努め，それらの成果を逐次報告し

てきた（吉田，1984，1987，1988，1989；吉田・尾崎，

1986；宮村ほか，1981；原山ほか，1989など）．またここ

数年来，火山灰層の記載岩石学的分析に基づいた，若干

地域の東海層群の対比の報告もなされるようになった（吉

川ほか，1988；吉川・吉田，1989；中山・古澤，1989）．

したがって，東海層群全体の層序を設定することは，現

時点において十分可能であり，今後の研究にとってもぜ

ひ必要なことである。

　主題の二つ目は，東海湖盆の古地理変遷の考察である．

東海湖盆は，弧状列島内部に独立して形成された非火山

性の堆積盆地であるが，これに類似する性格を持ち，し

かも規模の大きな堆積盆地としては，わずかに古琵琶湖

層群と大阪層群の堆積盆地があるだけで，世界的にも類

例の少ない堆積盆地と思われる．このような堆積盆地の

発達過程を追求することは，興味深い研究対象である．

　これまで，東海湖盆の古地理変遷あるいは構造発達史

は，桑原（1968，1975a，b），牧野内（1976），MAKINo．

ucHI（1979），ADAcHI　and　KuwAHARA（1980），TA．

KEMURA（1985）などによって考察され，湖盆の形成は南

から始まり，その後堆積域は北ないし北西に移動拡大し，

最後に養老・鈴鹿山地間に移動縮小したことが述べられ

ている．しかしこれらの研究は，東海湖盆内部の堆積物，

つまり東海層群そのものの全体の層序を十分把握した上

でなされていない．筆者は，東海湖盆の古地理変遷・構

1）本論では東海湖盆と呼ぶ．

造発達史を議論するためには，構造地質学的研究を行う

ことは無論であるが，東海層群自体の層序を確立した上

で行うべきだと考えてきた．本論文の最初の主題として，

東海層群の層序を設定する目的の一つもこの点にある．

　今回行う東海湖盆の古地理に関する議論は，すべて東

海層群，すなわち湖盆内部の堆積物に視点をすえて行う

ものである．東海湖盆を形成したテクトニクス，あるい

は湖盆内に堆積物を供給した要因となるようなテクトニ

クスについては，別の機会に述べることにして，今回は

触れない．

　本論文では，以上二つの主題を目的として，まず分布

地域ごとの岩相層序・火山灰層序を簡単に記載した上で，

各地に分布する東海層群を対比して全体の層序を設定す

る．次に今回設定された層序に基づいて，東海層群の植

物・長鼻類化石の生層序分布を明らかにし，そこから得

られる幾つかの関連事項について述べる．そして最後に，

東海層群全体の層序と各種の資料を用いて，東海湖盆の

古地理変遷を考察する．

2．岩相層序と火山灰層序

　2．1伊勢湾西岸地域
　　　　　　　　　　　　　　　　ぬのびき　伊勢湾西岸地域は，西縁を鈴鹿山脈及び布引山地で，

北縁を養老山地で限られた領域である．第2図に本地域

の東海層群の露出地域を示す．東海層群の分布は，大き

くみて南部・中部・北部の3地域に分けられるが，以下

では南部を亀山地域，中部を四日市地域，北部を鈴鹿・

養老地域と呼ぶことにする．更に鈴鹿・養老地域を，鈴

鹿山脈側の鈴鹿地域，養老山地側の養老地域に二分す

る．

　第3図aに亀山地域南部の松阪市付近の，第3図bに

亀山地域南部を除く地域の東海層群の地質図を示す．ま

た第4図には，東海層群全体の層序関係を概略的に示す

水平断面図を示す．

　東海層群は大まかにみて，南から北へ，亀山地域→四

日市地域→鈴鹿・養老地域の順に，より上位層を含む分

布を示す．大局的な地質構造は，亀山地域では，ほぼ北

西一南東走向，北東側上位の同斜構造を示すが，四日市

地域北部から養老・鈴鹿地域南部にかけては，一つの盆
　　　　　　　　　　　　　　ほくせい状構造を形成する．この盆状構造を北勢盆状構造と命名

する．これより北の養老地域北部では，走向は養老山地

山麓線とほぼ平行に走り，地層は西の鈴鹿山脈側に傾斜

している．地層の一般傾斜は10－20。以下であるが，一志

断層系や桑名断層付近では，60。以上の高角度に達する．

　以下，各地域ごとに，東海層群の岩相層序と．火山灰層

序について述べる．
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第2図　伊勢湾西岸の東海層群の露出地域と地域区分図

　　　黒く塗りつぶされた部分が東海層群の露出地域．

　2．1．1亀山地域

　亀山地域の東海層群は，滝本（1935），鈴木ほか

（1947），赤嶺ほか（1951），ARAKI（1960），木村

（1959，1968），恒石（1970），森（1970），宮村ほか

（1981），和田（1982），吉田（1984，1987）などによって

研究されたが，ここでは，宮村ほか（1981），吉田

（1984，1987）の層序区分に基づいて記述する．積算層厚

は1，800m近くに達し，岩相層序は，下位から松阪累

層・小山累層・西行谷累層・楠原累層・亀山累層・桜村

累層に区分できる（第5図）．松阪・小山・西行谷累層

は，本地域の東海層群の基底礫層であるが，層準は松阪

→小山→西行谷累層の順に上位になり，しかも，それぞ

れの礫種構成が異なる．なお最上部の桜村累層（湯の山

礫相を含む）は，四日市地域に主として分布するので，

次項で記述する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　たるみ　本地域には，主要な火山灰層として，下位から垂水・
あこぎ

阿漕・大谷池・野村一L2・野村一L　l・野村・原田川・原
　　　ちようみようじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れいほう　　おんべがわ

田川一U・長明寺1・長明寺II・寺川・鈴峰・御幣川・
　　こやしろ
長沢・小社火山灰層が挟まれる．阿漕・寺川火山灰層は

フィッショントラック年代が測定され（吉田，1987），阿

漕・御幣川火山灰層は対比の際に重要である。これらの

火山灰層については，宮村ほか（1981），和田（1982），

吉田（1987）によって産状記載が行われ，吉川・吉田

（1989）によって記載岩石学的性質が報告された．第6図

に，本地域の岩相層序と火山灰層序の関係を示す．

　松阪累層（木村，1968）

　本層は，木村（1968）によって“高位礫層”型の更新

統とされたが，その後，東海層群として扱われるように

なった（恒石，19701森，1970）．筆者も，層相や小山

累層との連続性から判断して，松阪累層は東海層群に属

すると考える．ほとんどすべて礫層からなるが，厚さ10

数cmのシルトのレンズ層をまれに挟む．礫層には成層構

造が発達し，斜交層理も観察できる．小山・西行谷累層

の礫層よりも礫の含有率は低く，礫と基質はほぼ1：1の

割合である．礫は円一亜円礫の中礫を主とし，淘汰は良

い．礫種は，チャート，一志層群の砂岩，領家深成岩類

である（第1表参照）．基質は花嵩岩質の中粒砂からな

る．地表で確認される層厚は80mである．
　おやま
　小山累層（滝本，1935）

　本論での小山累層は，木村（1968），恒石（1970）の

鳥戸層を含めたものである．本層も大部分礫層からなる

が，一部の層準に厚さ数10cmから数mの砂・泥のレン

ズ層を挟む．泥層の一部は炭質である．礫層には成層構

造が認められる．礫は円一亜円礫からなり，大礫を含む．

礫種は，中・古生層のチャート・泥岩・ホルンヘルス，

一志層群の砂岩，溶結凝灰岩である．基質は砂からなる．

最大層厚は120mである．
　さいぎようだに

　西行谷累層（鈴木ほか，1947）

　本層も厚い礫層からなるが，一部に厚さ数mの砂層・

泥層を挟む．礫層の層相は小山累層とほとんど変わらな

いが，礫として鈴鹿層群の砂岩を含み，一志層群の砂岩

を含まない点が異なる．最大層厚は280mに達する．
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第3図a　伊勢湾西岸の東海層群地質図一松阪市付近一

　楠原累層（鈴木ほか，1947）

　厚さ数mから10数mの泥層・砂層・砂礫層・礫層の

繰り返しからなり，厚さ数10cmの亜炭層を幾層も挟む．

泥層は粘土と砂質シルトからなり，一部は炭質である．

砂層は中一粗粒砂，あるいは細礫を含む粗粒砂からなる．

砂礫層は，極粗一粗粒砂からなる部分と礫からなる部分が

漸移的に繰り返す．礫層は西行谷累層と同質であるが，

礫が小さくなる．層厚は200－300mである．

　亀山累層（鈴木ほか，1947）

　本地域において最も広い面積を占めて分布する．厚さ

数mから10数mの泥層と砂層の繰り返しからなり，泥

層または砂層の優勢部が，厚さ100m弱から数100m単

位で交互に繰り返す．泥層は粘土及びシルトー砂質シルト

からなる．砂層は粗一細粒砂からなり，平行葉理が発達

し，斜交層理も少数観察できる．全体の積算層厚は最大

1，500mに及ぶが，亀山市付近で特に厚く，ここだけで層

厚は1，200mに達している．津市では片田粘土層を挟む．

片田粘土層は層厚20－40m，大部分粘土からなり，細一中

粒砂やシルトの薄層を挟む．

　2．1，2　四日市地域

　四日市地域の東海層群は，松井（1943），赤嶺

（1959），竹原（1966），宮村ほか（1981），TAKEMuRA

（1985），吉田（1984）などによって研究されたが，ここ

では，宮村ほか（1981），吉田（1984）の研究結果に基づ

いて記述する．岩相層序は，下部の八王子累層と上部の

泊累層及び桜村累層に分けられる（第7図）．泊累層と桜

村累層は同時異相である．全体の層厚は300－360mであ

る．

　本地域には，主要な火山灰層として，下位から狭間・
かばけがわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅくの

鹿化川・川島1・川島II・泊ケ丘・宿野火山灰層が挟ま

れる．川島II火山灰層は層厚が厚く，フィッショントラッ

ク年代が測定され，対比の際に重要である．これらの火

山灰層については，宮村ほか（1981），吉田（1984）に

よって産状記載が行われた．第8図に，本地域の岩相層

序と火山灰層序の関係を示す．

　八王子累層（吉田，1984）

　泥層と砂一砂礫層からなり，そのうち泥層が優勢である．

下部はほとんど泥層からなるが，上部は砂一砂礫層が比較

的多く挟まれる．泥層は粘土一シルトからなり，砂のレン

ズ層を挟む．泥層の層厚は5mぐらいであるが，厚い場

合には20mに及ぶ．砂層は亀山累層の砂層よりも粒度が

粗く，細礫混じりの極粗粒砂からなる．厚さは5m以下

がほとんどである．地表で確認される層厚は，最大80m

である．

　桜村累層（松井，1943；宮村ほか，1981再定義）

　厚さ数mから10数mの泥層と砂層からなり，砂礫層

を伴う．砂層は一般に細礫を含む．砂層の方が泥層より

も多い．見られる限りの層厚は，240－280mである．本層

　　　　　　　　　らんぴは下位から，内山互層・乱飛粘土層・桜台砂層・宿野互

層・西菰野互層の5部層に細分できる．また湯の山礫相

一307一



地質調査所月報（第41巻第6号）

　　ク　ク

上石津町
一

ノ　転

　　＼
　　　＼

』：二二＝＼
o 養

￥
￥

．3 ￥肇

器。 ＼
03εo ＼

0
3
　

2
0

老

原町

09
3。．。

OO　　O
N・。。

転廼

　＼
誉轡
山 N

鈴
転　。●。

、曳斗ヒ勢田’

地

、
￥薩
￥
￥

『

志　　　　　　＼　　　1

蚤　　＼
￥
敷
ρ
　
、 ヤ＼

　け
ク大安町

Bd

＼

ll

鹿

　　　’員弁町　、

　　　　＼
　1　卜
　1　卜
　t　卜
　￥　、’
Bdグ’
　グメ

　ト
　ヤ
　　　　ノ　　隔L構一’

北＼　　●1添
勢　　　＼　　Pu　　lllllll、＼

盆　＼押　一1鱒
巧犬　　　　　　　1　　　　　　’　rm　I

構　　　ノ　　甲　だ1

・ノ欝契

￥
￥
　
多
度

鯨
似
、
　
￥
　
＼

∫7’

♂ 　又
、
・
g
P
u

　　　菰野町
一断1

，．’9■．幽い1　　一
『

山
臨
1
癒轡

　1　　、ζ

　1

＝　　　　＝

　　楠町

囎

り
髄・
1

’
・
：

　．ll日
懇
， ．1四肺市
・器姫

　・縄d

II

Oi　Nm
ぺ高

…糟．蕊一Bポ

　　・。㌧Ri，．

　　㌔r〔

瀦。1断

議，や

＿魯

脈　　Ak

一関町 『
亀 山市

　　　鈴鹿市
’Ch　　　￥
湘㎜1千

怖　訟、型　　脈

　　　無緬璽

　　　　　　　　　　　　’，
　　　　　　　、’Ta。．．㍉．．　’

　　　　　　　1　　　　●l
　　　　　　　l久居市　　曳

　1里
悔
　’

1層

　覧

河芸町

第3図b

東

海

層

群

　（火山灰層）

Pu：嘉例川及び同相当

Bd：坂東1及び同相当

Ri　l鈴峰

Tr　l寺川

Ch二長明寺II

Hr：原田川

Nm：野村

Oi：大谷池

Ak　l阿漕

Ta：垂水

　　　　　　　　　136。45’E

　　　　　　　　ふ

　　　　　　　　　／断　層　　　　　　　　／

　　　　　　　　ノゼ背斜軸

　　　　　　　　メ／向斜軸

　　　　　　　　ノピ撹曲軸

　　　　　　　　0（1繭灘、

　　　　　　　　0灘撫在）

□沖積層・段丘堆積物

薩ヨ鱗劉翻纏努圃米驚層

輪鰭蟹伊圏麟耀囎
　　　　　　　　　　　　　　睡翻謬膿瘡，
騨聯爆、
　　　　　　　　　　　　　　猛曝腎層懸多課畔
慶翻西傭累層

　　　　　　　　　　　　　　圃罰構響

醗鰭　　　　巨］響騒幣
目基盤岩

　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　l　Okm

伊勢湾西岸の東海層群地質図一津市以北一

　　　　一308一



東海層群の層序と東海湖盆の古地理変遷（吉田史郎）

擬
二鈴

8

τ鹿

■、

一

『，一

蒙蔭

養
§甲

繭
ミ．

老、　　　、

“
、
、、、

o慧、、憂　’

つ 濤黙
山。σこ鍵

N 謎　　　地

匡 ミー　、

、　

㌧

“一＾、詮N。

名市

二山

』脈

＝布●

＝二引．

＝二山

亀山市

＝地。

津市
11

0

λ／背斜軸

／ギ’向斜軸

〆
　　　四日市
　　　ドーム状構造

0北勢盆状構造

麗米野累層

薩麟層と（躍）

訓轟罪簾）
　　匡ヨ楠原累層

　　麗　　　　　西行谷・　　　　　小山累層

Eヨ基盤岩類

10km

第4図　伊勢湾西岸の東海層群の水平断面図

が，本層の周縁礫相として，鈴鹿山脈近傍に発達する．

　内山互層は砂層優勢の砂層と泥層の互層からなり，層

厚は30－40mである．乱飛粘土層は大部分粘土層からな

り，砂やシルトのレンズ層を挟む．層厚は30－40mであ

る．桜台砂層は細礫混じりの砂層からなり，粘土一シルト

のレンズ状薄層を挟む．層厚は約90mである．宿野互層

は泥層優勢の泥層と砂層の互層からなり，層厚は30－60

mである．西菰野互層は細礫混じりの砂層と泥層の互層

からなるが，湯の山礫相に近づくと泥層は少なくなる．

層厚は見られる限りで約80mである．
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東海層群の層序と東海湖盆の古地理変遷（吉田史郎）

（西〉 （東）

湯

の 西菰野互層

桜 山
礫

（砂・泥）

　　　80m
相 宿野互層

村 （礫・泥 （泥・砂）30－60m

140m 桜台砂層 泊

累 （砂）

　　90m 累

乱飛粘土層
層 （泥）30－40m 層

内山互層
（
礫
）

240一 （砂・泥）

280m 30－40m 200m一

八王子累層
（泥・砂一砂礫）

80m十

第7図四日市地域の東海層群の層序区分吉田（1984）

　湯の山礫相は，分布東部では厚さ数mの礫層と泥層か

らなるが，山麓付近では礫層だけからなる．礫の淘汰は

良く，亜円礫一円礫が卓越する．礫の種類は，中・古生層

のチャート・砂岩・泥岩，溶結凝灰岩，花闘岩である．

本相は，亀山地域最北部と鈴鹿地域南部にも分布し，い

ずれも礫層と泥層からなる．地表で確認される層厚は，

亀山・四日市地域を併わせて250m，鈴鹿地域南部で

400mである．
とまり

　泊累層（赤嶺，1959；吉田，1984再定義）

　ほとんど含礫砂一砂礫一礫層からなり，横にあまり続か

ない厚さ数m－10数mの泥層を挟む．礫層には成層構造

や斜交層理が良く発達する．礫は中礫以下の円礫一亜円礫

からなるが，時に大礫を混じえる．礫の淘汰は良い．礫

種は，中・古生層のチャート・砂岩・泥岩，溶結凝灰岩，

花南岩からなる．泥層は無層理塊状の粘土一シルトと，平

行葉理が発達するシルトからなる．最大層厚は200mに

達する．

　2．1．3　養老地域

　養老地域の東海層群は，松井（1943），安田（1956a，

b），嘉藤（1957），赤嶺（1959），横山（1971），森・木

村（1973），宮村ほか（1976），柴田ほか（1977），高田

ほか（1979），竹村（1984），TAKEMuRA（1985），吉田

（1988）などの研究がある．ここでは，松井（1943），竹

村（1984），吉田（1988）の層序区分に従って，各累層

を記述する．岩相層序は，下位から美鹿累層・古野累

層・市之原累層及び暮明累層・大泉累層及び多良累層・

米野累層の7累層に区分できる（第9図）．暮明累層は市

之原累層上部と，多良累層は大泉累層・米野累層下部と

同時異相の関係にある（第10図）．積算層厚は1，200m

に達する．

　　　　　　　　びろく　本地域には，下位より美鹿・東谷・市之原・南谷1・

南谷II・二之瀬・大辻新田・坂東1・坂東II・其原・三
　　かれがわ
ツ里・嘉例川（パミス）・Hy・L・Hy・禰宜上・スシロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ろっこく谷・スシロ谷一U・米野1・米野la・米野lb・六石・
こめの

米野II・米野III・上多良・堂木谷1・堂木谷II・加竜

谷・多良一L・多良火山灰層などが挟まれる．市之原・南

谷1・坂東1・嘉例川・多良火山灰層は対比に重要であ

り，市之原・六石火山灰層は，横山ほか（1980）によっ

て，フィッショントラック年代が測定されている．以上

の火山灰層については，横山（1971），森・木村（1973），

宮村ほか（1976），柴田ほか（1977），高田ほか（1979），

竹村（1984），吉田（1988）によって産状記載が行われ，

吉川ほか（1988）によって，主な火山灰層の記載岩石学

的性質が報告された．第10図に本地域の岩相層序と火山

灰層序の関係を示す．
　びろく
　美鹿累層（松井，1943）

　本地域の東海層群の基底礫層であり，基盤凹地に狭く

分布する．すべて礫層からなる．不整合面直上付近では，

巨一大礫の角一亜角礫からなり，礫の淘汰は極めて悪い．

しかし，上部は大礫以下の亜角一亜円礫が多く，成層構造

がかすかに認められる．礫のほとんど大部分は中・古生

層の砂岩からなるが，上部にはチャートがわずかに含ま

れている．基質はシルト質の砂である．層厚は60m以下

であり，数mの所もある．
　こ　の
　古野累層（松井，1943）

　泥層優勢の泥層と砂層からなり，厚さ数10cmの亜炭

層を幾層も挟む．砂層の割合は南部ほど多い．泥層と砂

層の厚さは数mから数10cmである．泥層は炭質物に富

み，無層理塊状の粘土一シルトと葉理の発達するシルトー砂

質シルトからなる．砂層は中一極粗粒砂からなる．層厚は

南に向かって45m→100mへと厚くなる．

　市之原累層（松井，1943）

　礫層と泥層からなり，砂層を少量伴う．層厚は南に向

かって150→300mへと厚くなる．北部ではほとんど礫

層からなるが，中部では泥層が多く挟まれ，砂層を少量

伴う．南部では泥層の割合が更に増し，砂層も多くなる．

また礫も南に向かって小さくなる．このように，本層の

層相は南に向かって細粒になる．礫層は南部ほど成層構

造・斜交層理の発達が良い。礫は円一亜円礫が卓越し，淘

汰は普通から良好の範囲にある．礫は，ほとんど中・古
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東海層群の層序と東海湖盆の古地理変遷（吉田史郎）
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市之原累層
　　　（礫・泥）

暮明累層
（礫・砂・泥）250m一

150－300m

古野累層
　（泥・砂）　45－100m

美鹿累層
　（礫）60m一

第9図　養老地域の東海層群の層序区分

生層のチャート・砂岩・泥岩からなるが，他にも花嵩岩

と溶結凝灰岩の含有が認められる．泥層の厚さは数m－10

数mで，北部では無層理塊状の粘土一シルトと平行葉理

の発達するシルトー砂質シルトからなるが，南部では一枚

の地層において級化成層することが多い．砂層は厚さ1m

前後で，中一細粒砂からなる．
　くらがり

　暮明累層（松井，1943）

　西部では礫層ないし砂礫層から，東部では厚さ10m以

上に達する礫層の間に，厚さ数mから10mに近い泥層

を挟む。礫層には成層構造や斜交層理が良く発達する．

西部では中一細礫に富むが，東部では中礫が多く，大礫を

伴う．円磨度は円一亜円礫である．礫は中・古生層の

チャート・砂岩・泥岩，そして溶結凝灰岩からなる．層

厚は東部で厚く，最大250mに達する．

　大泉累層（松井，1943）

　泥層優勢の泥層と砂層からなり，少量の礫一砂礫層を伴

う．層厚は300－400mである．礫一砂礫層は北部で少量

挟まれるが，中部ではほとんど泥層からなり，砂層は少

ない．逆に南部では砂層を頻繁に挟む．このように本層

の層相は，北部から中部に向かっていったん細粒になる

が，中部から南部に向かって再び粗粒になる．泥層は厚

さ1mから数10mの範囲で変化し，大部分無層理塊状

の粘土一シルトからなる．市之原累層に認められる平行葉

理の発達するシルトー砂質シルトは，北部では少量みられ

るが，南部ではほとんど認められない．砂層は厚さ10m

以下で，多くは中粒砂からなる．礫一砂礫層は厚さ数m

以下であり，礫は中礫以下である．
　た　ら
　多良累層（安田，1956a）

　礫層と泥層からなり，砂層をほとんど挟まない．礫層

と泥層の層相は，市之原累層や大泉累層の礫層や泥層と

同じである．同層準で比べると，中部では礫層の厚さは

10mを超え，泥層は少ないが，南部ではほぼ等量の礫層

と泥層からなる．礫も南に向かって小さくなる．このよ

うに，本層は南に向かって細粒化する．礫は微量の花闘

岩を含むが，ほとんど大部分は中・古生層のチャート・砂

岩・泥岩である．泥岩は市之原累層よりも多量に含まれ

ている．層厚は150－500mである．
　こめの
　米野累層（安田，1956b）

　基底部と主部に分けられる（吉田，1988）．最大層厚は

350mに達する．基底部は厚さ10数mから100mの範

囲にあり，厚さ数10cm一数mの炭質の礫一含礫泥層と泥

層の互層からなり，流木や木片を多く含む．礫は亜角一亜

円礫の中礫が多い．主部は礫層からなり，シート状一レン

ズ状の泥層を挟む．泥層の量は南部ほど多い．礫は角一亜

円礫からなり，上部では巨礫を含む．礫の淘汰は悪い．

礫種は中・古生層の砂岩・チャート・泥岩・緑色岩がほ

とんどを占めるが，花南斑岩がわずかに含まれている．

　2．1．4　鈴鹿地域

　鈴鹿地域の東海層群については，秦（1967），松井・嶋

崎（1971），吉田（1989），原山ほか（1989）などの研究

があるが，ここでは，吉田（1989），原山ほか（1989）の

調査結果に従って記述する．岩相層序は，下位から美鹿

累層・石榑累層・古野累層・多志田川累層・大泉累層及

び桜村累層湯の山礫相・米野累層に区分される（第11

図）。大泉累層と湯の山礫相は同時異相である．積算層厚

は1，500mに達する．

　本地域の主な火山灰層は，下位から市之原・石榑・寺

尾・石榑北山・杉谷1－IVの8層であり，市之原・杉谷

1及びIII火山灰層は対比に重要である．第12図に，本地

域の岩相層序と火山灰層序の関係を示す．

　美鹿累層

　基盤凹地に局所的に分布し，基盤に不整合に載る．層

厚は1多志田川で65mであるが，他の分布地域では数m

である．すべて淘汰の悪い礫層からなるが，多志田川の

上部55mは，礫層に薄い砂・シルト層や亜炭層を挟む．

このように，本地域の美鹿累層も，養老地域の美鹿累層

と同じ層相を示す．
　いしぐれ

　石榑累層（吉田，1989）

　礫層からなり，上部に砂・粘土層をわずかに挟む．礫

は亜円一円礫からなり，下部で巨礫を混じえ，中上部で大

礫を混じえる．礫の淘汰は美鹿累層より良いが，成層構

造の発達は多志田川累層より悪い．礫としては中・古生

層のチャート・砂岩・泥岩・緑色岩，溶結凝灰岩，花闘

岩が含まれる．地表で確認できる層厚は100mである．
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（吉田，1988） 南部地域

（竹村，1984）
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東海層群の層序と東海湖盆の古地理変遷（吉田史郎）

古野累層

大部分泥層からなり，砂層・亜炭層を挟む．泥層は，

下部では美鹿累層との境界付近を除き，無層理塊状の粘

土一シルトからなる．上部では厚さ2－5mごとの級化成層

を示す．このような級化成層する泥層は，その下部では

泥質の細一中粒砂から，上部では粘土一シルトからなる．

したがって，本累層は上方粗粒化する．亜炭層は厚さ数

cm一数10cmである．層厚は，北から南に向かって70→

140mへと厚くなる．このように，本地域と養老地域の古

（北）

米野累層
　（礫・泥）　200m十

（南）

大泉累層
　（泥・砂）
　　　　500－800m
多志田川累層

　（礫0泥）430－560m

桜村累層湯の山礫相

（礫・泥）400m十

古野累層
　（泥）
　　　70－140m

　　　石榑累層美鹿累層（礫）100m＋

　　65m一
第11図　鈴鹿地域の東海層群の層序区分

（礫）

野累層の構成岩相は同じであるが，本地域の古野累層の

方が泥層に富む．
　たしだがわ
多志田川累層（吉田，1989）

礫層と泥層からなる．層相は南に向かって細粒になり，

南部で礫層が減少し泥層が増す．礫層は厚さは数m一数

10mで，成層構造が認められ，まれに斜交層理が発達す

る．礫は円一亜円礫の中一大礫からなる．礫種は石榑累層

同様に，中・古生層のチャート・砂岩・泥岩・緑色岩，

溶結凝灰岩，花嵩岩からなる．泥層の厚さも数m一数10

mであり，葉理の発達する砂質シルトーシルトと，無層理

塊状の粘土一シルトからなる．植物破片や材化石が含まれ

る．砂層は厚さ1－5mのものがまれに挟まれるだけであ

る．層厚は北から南に向かって430m→560mへと厚く

なる．

大泉累層

　泥層と砂層からなり，礫一含礫砂層を少し挟む．泥層の

層相は多志田川累層とほぼ同じであるが，まれに砂質一礫

質のレンズ状薄層や，淡褐色のシルト層を挟む．砂層は

養老地域の大泉累層より粒度が粗く，細礫を含んだ極粗一

中粒砂からなる．厚さは数10cm一数mである．礫層の構

成礫種は多志田川累層と変わらないが，多志田川累層よ

りも礫が小さくなり，成層構造の発達が良くなり，礫の

淘汰も良くなる．大泉累層は，南部ではほとんど泥層か

らなる．また泥層自体も，北一中部では主にシルトから，

（北） （南）

西野尻
　↓
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第12図　鈴鹿地域の東海層群の層序断面図
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南部では主に粘土からなる．したがって，南に向かって

層相は細粒化する．層厚は，北から南に向かって500m

→800mへと厚くなる．

　米野累層

　地表で確認される層厚は，最大200mである．北勢町

麓村では礫層と泥層の互層からなる．礫層は厚さ4m以

下，礫の淘汰は悪く，礫は上方粗粒化する．泥層は厚さ

数10cm以下である．菰野町杉谷では，厚さ数m以下の

礫層・砂層・泥層からなる．麓村の米野累層より砂層・

泥層が多く，礫も小さくなって淘汰もやや良い．礫層に

は成層構造が認められる．礫の種類は養老地域の米野累

層同様に，中・古生層のチャート・砂岩・泥岩・緑色岩，

花嵩斑岩からなるが，杉谷では花陶岩を含む．

　2．2伊勢湾東岸地域

　本論で言う伊勢湾東岸地域とは，岐阜県東部の東濃地

方から，瀬戸市一名古屋市東部を経て，知多半島に至る地

域を指す．本地域の東海層群の岩相層序は，東濃地方，

瀬戸市一名古屋市東部，知多半島ごとに設定されている

（第13図）．

　2．2．1　東濃地方

　東濃地方の東海層群については，赤嶺（1954），陶土団

体研究グループ（1982，1985），中山（1985）などの研究

があり，火山灰層の産状記載・記載岩石学的分析も行わ

れている．以下では，赤嶺（1954）の層序区分と堆積物

の記載に基づいて記述する．
　ときぐち
　土岐口陶土層（赤嶺，1954）

　赤嶺（1954）では瀬戸市付近の陶土層を含めて命名記

載されたが，その後，東濃地方と瀬戸市付近の陶土層は

層準が異なる可能性が指摘され，瀬戸市付近を除いた部

分に限って土岐口陶土層の名称が用いられるようになっ

　　　　　　　　．．灘羅一灘

知多市

常滑市

　　　難灘
　　　　　　　　　　懸基盤岩

0 20km

東濃地方

薩　　土岐　　砂礫層

圏　　土岐ロ　　　ロ　　陶土層

難撒

第13図　伊勢湾東岸地域の東海層群の地質概略図

　　　赤嶺（1954），松沢ほか（1960），山田ほか（1972），牧野内（1975），吉田・尾崎（1986）から編纂．
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東海層群の層序と東海湖盆の古地理変遷（吉田史郎）

た（糸魚川，1974など）．本層は，蛙目粘土・木節粘

土・珪砂・キラなどを主とする堆積物からなり，火山灰

層・礫層を挟む．局所的に分布し，層厚は20m以下で

ある．P∫擁s　渉7〃b磁　bedに属する植物化石を産する

（MIKI，1941）．本層に対比されている中津川市地域の板

橋累層には，中津川1及びII火山灰層が挟まれている

（陶土団体研究グループ，1985）．

　土岐砂礫層（赤嶺，1954）

　土岐口陶土層の上位に整合に重なり，広範囲に分布す

る．見られる限りの層厚は80mである．ほとんど礫層か

らなり，一部に砂・粘土の薄層を伴う．礫は円一亜円礫で

あり，大礫を含む．礫の種類は，中、・古生層のチャート・

砂岩・ホルンフェルスと，花嵩岩，濃飛流紋岩，安山岩，

玄武岩，中新統起源礫からなる．基質は花闘岩質の砂で

ある．

　2．2．2　瀬戸市一名古屋市東部．

　本地域の東海層群については，松沢・嘉藤（1954），松

沢ほか（1960），’小牧団研グループ（1971），森

（1971a），坂本ほか（1984，1986），中山（1987），古澤

（1988）などの研究がある．火山灰層については，森

（1971a，b），中山（1987），古澤（1988），中山・古澤

（1989）によって産状記載・記載岩石学的性質が報告され

ている．主要な火山灰層としては，大良池・上野・篠

岡・丸根・東郷・長久手0－II・一社・藤森・滝ノ水1

及びII火山灰層などがある．

　以下では，松沢ほか（1960）の層序区分と堆積物記載

に従って記述する．

　瀬戸陶土層（松沢ほか，1960）

　木節粘土・蛙目粘土・珪砂・キラなどの堆積物からな

り，亜炭層を伴う．層厚は最も厚い部分で約40mであ

る．本層からもP伽κs拗b磁bedに属する植物化石が報

告されている（三木，1948）．

　矢田川累層（松沢ほか，1960）

　瀬戸陶土層の上に重なり，下位から水野砂礫相・尾張

爽炭相・猪高相に細分される．これら3相は全般的に上

下関係にあるが，互いに少しずつ同層準の地層を含みな

がら南西側に上位層が重なっている．水野砂礫相は中礫

混じりの砂礫層からなり，砂層・シルト層を伴い，火山

灰層を挟む．礫種は，中・古生層のチャート・砂岩・ホ

ルンフェルス，溶結凝灰岩，花闘岩である．尾張爽炭相

はシルト層を主とし，砂層を伴い，亜炭層や火山灰層を

挟む．猪高相は，砂礫層・砂層・シルト層からなり，亜

炭層・火山灰層を挟む．全体の層厚は約200mである・

（森，1971a）．掘6燃6g％oZαbedに属する植物化石を産出

する（三木，1948）．なお。本層と下位の瀬戸陶土層の層

序関係については後述する．

　2．2．3知多半島

　知多半島の東海層群は，小瀬（1929），糸魚川

（1971〉，牧野内（1975），吉田・尾崎（1986）などに

よって研究されている．火山灰層については，糸魚川

（1971），牧野内（1975），吉田・尾崎（1986）の産状記

載，中山・古澤（1989）の記載岩石学的性質の報告があ
　　　　　　　　　　　　　　　こ　ふ　　かみのま
る．主な火山灰層としては，下位から古布・上野間・
こすがや　　　　　　　こぱ　いぼら　そふり
小鈴谷・大谷・大田・古場・井洞・佐布理・岡田・横須

賀・天神池火山灰層がある．

　以下では，吉田・尾崎（1986）の層序区分に従って記

述する．

　豊丘累層（牧野内，1975）
　　　　　　　　　　　　　もろざき
　知多半島南部に分布し，中新統師崎層群に不整合に載

る。層厚は約85mである．主に厚い礫一砂礫層からなり，

粘土・シルト・砂層を数層挟む．礫にはチャートが多く，

他には師崎層群と中・古生層の砂岩，結晶片岩が含まれ

ている（牧野内，1975）．
　とこなめ

　常滑累層（小瀬，．1929；吉田・尾崎，1986再定義）

　知多半島北中部に分布する．砂・泥層からなり，火山

灰・亜炭層を挟む．本層は亜炭層を比較的良く挟む下部

と，亜炭層の挟在が減少して少量の砂礫一礫層を挟む上部

に二分できる（吉田・尾崎，1986）．

3．各地の東海層群の対比

　第14図は各地の東海層群を，養老地域，鈴鹿地域，

四日市地域，亀山地域，知多半島，瀬戸市一名古屋市東

部，東濃地方に分け，相互に対比したものである．なお，

養老地域は便宜上北部と南部に二分して示した．以下，

この結論に至った過程について述べる。

　3．1伊勢湾東岸地域

　瀬戸市一名古屋市東部と知多半島の対比は，森

（1971a，b），牧野内（1975），吉田・尾崎（1986），中山

（1987），中山・古澤（1989）などによって，火山灰層の

対比を基にして考察されてきた．これらの見解を取りま

とめた第14図から，矢田川累層は常滑累層にほぼ対比さ

れること，豊丘累層は矢田川累層よりも下位に対比され

る可能性が大きいことが分かる．

　東濃地方の土岐砂礫層については，陶土団体研究グ

ループ（1985）によって，中津川市地域の板橋累層（土

岐口陶土層に対比されている）の中津川1火山灰層が小

牧市地域の矢田川累層中の篠岡火山灰層に対比可能であ

り，同時に3．3±0．4Maのフィッショントラック年代値

が報告されている．篠岡火山灰層は，名古屋市東部の長

久手火山灰層に対比されている（森，1971a）から，これ
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らの火山灰層の対比にしたがえば，土岐口陶土層と土岐

砂礫層を併せた部分は，矢田川累層上部に対比されるこ

とになる．

　なお，瀬戸陶土層と矢田川累層の関係については，整

合説（赤嶺，1954；中山，1987），不整合説（松沢ほか，

1960；森，1971a；牧野内，19761牧野内ほか，1983）

の二つの見解があり，中でも牧野内（1976），牧野内ほか．

（1983）は，両者の問にかなりの時間間隙を想定し，瀬戸

陶土層を中新統としている。

　3．2伊勢湾西岸地域

　本地域の東海層群は，竹原（1961〉，石田・横山

（1969），森（1971b），和田（1982），竹村（1983），吉

’
川 ・吉田（1989）によって対比が考察されている．ここ

では吉川・吉田（1989）の結論に加え，隣接地域ごとの

岩相層序の比較と火山灰層の対比から，各地の東海層群

の対比を試みる．

　3．2．1記載岩石学的性質による火山灰層の対比

　吉川ほか（1988）と吉川・吉田（1989）は，記載岩石

学的性質を明らかにする目的で，養老地域と亀山地域の

火山灰層の分析を行った．そして，得られた記載岩石学

的性質の類似性と野外の産状から，養老地域の南谷1火

山灰層と亀山地域の長明寺II火山灰層が，同じく養老地

域の市之原火山灰層と亀山地域の岩森火山灰層が，相互

に対比可能であることを示した．

　3．2．2亀山地域と四日市地域の対比

　両地域にはいずれも桜村累層が分布する．したがって，

亀山地域の桜村累層下位の亀山累層最上部と，四日市地

域の桜村累層下位の八王子累層は，岩相層序の比較から

相互に対比できる．また，亀山累層最上部の御幣川火山

灰層と，八王子累層の川島II火山灰層は，挟在する層準

がほぼ対応すること，ともに層厚が5m以上に達するこ

と，大型軽石を含むことなどの特徴から，相互に対比さ

れた（吉田，1984）．

　3．2．3　四日市地域と鈴鹿地域の対比

　四日市地域と鈴鹿地域の東海層群は，両地域を通じて

分布する湯の山礫相を鍵にして対比できる．鈴鹿地域の

湯の山礫相は，①大泉累層の一般走向がほぼ湯の山礫相

のそれに連続すること，②大泉累層分布最南部のすぐ南

に，南方の湯の山礫相に層相が一致する厚さ25mの礫層

が，一志断層に沿って露出することから，大泉累層と同

層準とみなすことができる．一方，四日市地域の湯の山

礫相は，桜村累層の周縁礫相である．つまり，湯の山礫

相を仲立ちにして，大泉累層と桜村累層は相互に対比可

能である。また，桜村累層産の大型植物化石が，大泉・

米野累層産の植物化石と似ていることも指摘されている

（安田，1958）．

　一方，相互に対比可能な火山灰層としては，四日市地

域の川島II火山灰層と鈴鹿地域の杉谷1火山灰層がある．

両火山灰層は挟まれる層準がほぼ対応し，いずれも，①

層厚5m以上に達し，②軽石を含む柔らかな灰白色ガラ

ス質火山灰からなり，③基底に粗い部分を持つ（第15

図）．

　3．2．4　鈴鹿地域と養老地域の対比

　鈴鹿地域の東海層群は北勢盆状構造の西翼部を，養老

地域の東海層群は同構造の東翼部を形成し，両地域の岩

相層序は比較的良く対応している．また両地域に分布す

る古野累層のいずれにも，市之原火山灰層が挟まれてい

る（横山ほか，1980）．

　市之原火山灰層以外で対比可能な火山灰層としては，

鈴鹿地域の杉谷1火山灰層と養老地域の坂東1火山灰

層，鈴鹿地域の杉谷III火山灰層と養老地域の嘉例川火山

灰層がある．

　杉谷1火山灰層は前記した特徴を有し，大泉累層下部

に挟まれるが，坂東1火山灰層もほぼ同じ層準に挟まれ，

層厚が5m以上に達し，軽石を含有する灰白色ガラス質

火山灰からなり，基底に粗粒部を持っている（第15図）．

　杉谷皿火山灰層と嘉例川火山灰層は，いずれも杉谷1

及び坂東1火山灰層より上位のほぼ同層準に挟在し，と

もに層厚が厚く軽石を含んでいる．またいずれも，下部

が中上部より粒度が細かく，この点が杉谷1及び坂東1

火山灰層とは逆である（第16図）．嘉例川火山灰層の産

状の特徴として，基底部付近が赤紫色（あずき色）を示

すことが指摘されている（吉川ほか，1988）．杉谷Ill火山

灰層の場合は，風化が進んでいるので嘉例川火山灰層ほ

ど明瞭ではないものの，その下部は薄いあずき色を呈し

ている．

　3．3　伊勢湾両岸の対比

　伊勢湾西岸の阿漕火山灰層と知多半島南部の大谷火山

灰層が互いに対比できることは，記載岩石学的性質など

に基づいて，森（1971b）が最初に指摘した．その後，吉

田（1987）も，阿漕・大谷火山灰層それぞれの模式地の

産状がほとんど一致すること，両火山灰層のフィッショ

ントラック年代値が誤差の範囲で一致することを述べた．

　その後，阿漕火山灰層の模式地におけるより詳細な岩

石記載学的性質は吉川・吉田（1989）が，大谷火山灰層

の方は中山・古澤（1989）が明らかにした．両文献中で

は，記載岩石学的性質からみた両火山灰層の対比の可否

については述べられていないが，文献中に示されたそれ

ぞれの分析結果を検討しても，従来の見解が否定される

ような資料は認められない．
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　次に伊勢湾西岸と知多半島の東海層群の基底部，すな

わち松阪累層と豊丘累層を，以下の理由から相互に対比

する．

　1）知多半島では大谷火山灰層から豊丘累層までの層厚

は約360m（牧野内，1975）である．一方，伊勢湾西岸

では，阿漕火山灰層から小山累層までの層厚は，最大約

300mである．松阪累層は小山累層よりも下位だから，阿

漕火山灰層から松阪累層までの層厚は300mより大きい

ことになる．しかし，久居市から嬉野町に露出する亀山

累層のうち，一志断層付近を除いた部分の傾斜はほとん

ど水平に近いから（第3図a），360mを大きく超すよう

な層厚は想定しがたい．つまり，両地域における大谷・阿

漕火山灰層と基底礫層までの層厚には，顕著な差はない．

　2）阿漕火山灰層から松阪累層までの部分の亀山累層，

大谷火山灰層から豊丘累層までの部分の常滑累層は，い

ずれも単調な泥層と砂層の繰り返しからなる．このこと

は，両者の堆積速度に大した差がなかったことを示す．

4．層序の総括

　4．1岩相層序

　各地の東海層群を対比した結果から得られる各累層の

相互関係は，次のように要約できる（第14・17図，及び

第24図参照）．

　1）東海層群には2層準に基底礫層が発達する．一つ

は，南に分布する豊丘・松阪・小山・西行谷累層である．

もう一つは，北に分布する美鹿・石榑累層である．層準

は南の基底礫層の方が北の基底礫層より下位である．

　2）二つの層準の基底礫層の上位には，いずれも亜炭層

を挟む常滑累層下部・楠原累層・古野累層が重なる．

　3）矢田川累層は常滑累層に，常滑累層は亀山累層下半

部にほぼ対比される2）．土岐口陶土層と土岐砂礫層を併せ

た部分は，矢田川累層上部に対比される．

　4）美鹿・石榑・古野累層は全体として亀山累層上半部

の下部に当たり，伊勢湾東岸の東海層群よりも上位に対

比される可能性が強い。

　5）市之原・暮明・多志田川・八王子累層を併せた層準

は，ほぼ亀山累層上半部の上部に当たる．

　6）多良・大泉・桜村・泊累層はほぼ対比される．した

がって，ともに礫質相である暮明累層と泊累層の層準は，

2）常滑累層の上限が，伊勢湾西岸の東海層群のどの層準に対比でき

　るかを示すような直接資料は・現時点では得られていない．ここ

　では，①中津川1火山灰層が，約3．3Maのフィッショントラッ

　ク年代値を示し，長久手火山灰層に対比されると言う見解（陶土

　団体研究グループ，1985）と，②矢田川累層から常滑累層に向

　かって，すなわち北東から南西方向に層厚が増大している（第

　14図）点を考慮して，常滑累層を亀山累層下半部に対比する．

暮明累層の方が泊累層よりも少し下位である。

　7）多良累層最上部は米野累層下部と同層準である．

　8）米野累層は東海層群最上部累層である．

　4．2化石層序

　大阪層群や古琵琶湖層群では，火山灰層序に基づいて

植物化石や長鼻類化石の生層序分布が明らかにされ，そ

れぞれの盆地内部の対比や広域対比，また日本の鮮新一更

新統の地史を編む際の重要な資料となっている．しかし，

東海層群の場合，従来から報告されてきた両化石の生層

序分布は，火山灰層序の中できちんと位置づけられてい

ない．両化石の生層序分布を明確にしておくことは，今

後東海層群の対比を考察する上で重要であるから，東海

層群の層序を設定した’この機会に，伊勢湾西岸を中心に，

それらをまとめておく．

　4．2．1大型植物化石

　大型植物化石は，これまで三木（1948），松井

（1943），赤嶺ほか（1951），角田（1958），安田（1958），

吉田（1987）によって報告されている．これらの報告中

に記述された産出場所と火山灰層序の対応を検討し，主

要な大型植物化石の生層序分布を求めた（第17図）．な

お同図には，知多半島の常滑累層産の大型植物化石の資

料（三木，1948；尾上ほか，1986）も付け加えた．

　同図に示されているように，伊勢湾西岸の東海層群か

らは，〃；％偽昭％0宛，0妙嬬加δ欝がほぼ全層準から産出

し，五勾z〆謡α解δごz7，ハ砂ssα，S6gz∫o勿so解ρ67擁廻ns，九騒

勧SO吻繊var．〃Z卿0物翅，勲伽郷卿ρ0吻欝，

B飢40伽漱肋6郷麺万，P魏α肋吻漉などが散在的に含

まれる．これらは，鮮新世一更新世前期のメタセコイア植

物群（市原，1960）を特徴づける種類である．

　4．2．2　花粉化石

　花粉化石は，これまでSoHMA（1959），島倉（1964），

松井・嶋崎（1971），西山ほか（1975）によって報告され

ているが，島倉（1964）を除く他の三つの論文は，扱っ

た試料の数も少なく対象とした層準の幅も狭い．これに

対し，島倉（1964）は亀山累層から大泉累層中部の広範

囲にわたる層準を対象として，花粉分析を行った．しか

し，亀山累層の一部と大泉累層上部から米野累層につい

ては研究されていない．

　ここでは，島倉（1964）の分析結果を整理して，対比

の際に重視されるG4解，めs昭，L勿痂磁窺肋7の生層序

分布を第17図に示す．同図から示されるように，Cα剛α

は古野累層まで，ハ卵脇は市之原累層下部まで，互

g痂磁彫蝕7は市之原累層上部あるいは亀山累層最上部ま

で産出する．つまりC召臓→めs躍→L幻痂磁彫伽7の

順に消滅する．
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東海層群の層序と東海湖盆の古地理変遷（吉田史郎）

　4．2．3　長鼻類化石

　東海層群から産出するエレファントイデスゾウ

（S孟6go40％cf．61砂hα螂0146s）とアカシゾウ（翫8goご！o盟

盈αsh加s乞s）は，それぞれ亀井ほか（1988）による哺乳

動物化石による分帯のPM2帯（下から二番目）と，

QM1帯（下から3番目）を特徴づける示準種である．以

下，これまで報告された両種の産出地点を下位層準から

列記する．

　1）エレファントイデスゾウ（第5図）
　　　　　　　　　　あきら
　①地点：芸濃町林町の明小学校北約100m（角田，

1958）．層準：大谷池火山灰層下位約50mの亀山累層

下部（吉田，1987）．

　②地点：河芸町北黒田北西約1kmの通称長池の北側

（角田，1958）．層準：野村火山灰層下位約40mの亀山

累層下部（吉田，1987）．

　③地点：亀山市野村町の黒谷（角田，1958）．層準：

正確な層準は確定できないが，野村火山灰層付近と推定

される。

　④地点：亀山市住山町椋川の河床（竹村ほか，1978）．

層準：野村火山灰層下位約25mの亀山累層中部（竹村

ほか，1978；宮村ほか，1981）．

　2）アカシゾウ（第10図）

　①地点：員弁町笠田大溜西約100mの谷（松井，

1943）．層準：其原火山灰層直上の大泉累層下部（竹村，

1984）．

　　　　　　　　　　　　　すしろだに
　②地点：上石津町上多良の須城谷（樽野・吉田，

1987）．層準：スシロ谷火山灰層上位約50mの多良累層

中部．

　　　　　　　　　　　　　あいばがわ
　③地点＝藤原町上之山田東方の相場川東岸（角田・赤

嶺，1958）．この場所では近接する3箇所から相次いで発

見された．層準：米野m火山灰層直下の大泉累層最上部

（吉田，1988）．

　以上の産出層準に基づいた長鼻類化石の生層序分布を

第17図に示す．エレファントイデスゾウは亀山累層の大

谷池火山灰層下位から野村火山灰層上位まで産出し，地

質年代としてはほぼ鮮新世中頃に当たる．アカシゾウは

其原火山灰層上位から米野m火山灰層下位の大泉累層及

び多良累層下部から産し，地質年代はほぼ更新世前期で

ある．

　4．3　フィッショントラック年代

　フィッショントラック年代は，亀山・四日市地域から

は吉田（1987），鈴鹿・養老地域からは横山ほか（1980）

によって報告された．これらの測定値を第17図に示した．

ただし，多良火山灰層のフィッショントラック年代値は，

吉川ぼか（1988）によって同火山灰層に対比された大阪

層群のピンク火山灰層の値（市原ほか，1984）である．

　知多半島では，牧野内ほか（1983）による報告があり，

古布火山灰層が7．6±0．8Maまたは5．2±0．8Ma，上

野間火山灰層が5．3±0．6Ma，小鈴谷火山灰層が4。0±

0．8Ma，大谷火山灰層が4．3±0．6Maの値が得られた．

ただし古布火山灰層の値は，信頼度が低いとされている．

東濃地方では，既述したように中津川1火山灰層の

3．3±0。4Maの報告がある（陶土団体研究グループ，

1985）．

5．大阪・古琵琶湖層群との関係

　5．1岩相層序の相互関係

　東海層群と大阪・古琵琶湖層群の対比は，特徴的な火

山灰層の対比から，第18図のようになされている（吉

川・吉田，1989）．この対比に従えば，養老・鈴鹿地域の

東海層群は，大阪層群下部から最下部に対比される．ま

た，四日市地域と亀山地域，そして知多半島の東海層群

は，大阪層群最下部及び古琵琶湖層群下部に相当する部

分を含み，更にそれより下位層準を含むことになる．

　5．2生鷹序の相互関係

　火山灰層による3層群の対比と，長鼻類化石による3

層群の対比の間には矛盾がない．例えば，アカシゾウが

産出し始める層準は，既に吉川ほか（1988）が指摘した

ように3層群で良く一致する．またエレファントイデス

ゾウについても，東海層群と古琵琶湖層群の問で，産出

層準やフィッショントラック年代に矛盾がない．

　次に植物化石についてみると，伊勢湾西岸の東海層群

はすべてメタセコイア植物群期に当たるが，東海層群の

上限は大阪層群下部に対比されるので，この点も整合す

る．ただし大阪層群下部は，メタセコイア植物群期のう

ち，その消滅期によって特徴づけられる（市原，1960）

が，大阪層群下部に当たる嘉例川火山灰層より上位の部

分からは，消滅期を特徴づけるP物欝　肋昭加s乞sや

〃伽翼窺hεsケ加磁如は，今のところ報告されていない．

しかし米野III火山灰層直下からは，第四紀寒冷型の

P魏σ彫砿加oz〃♂0212の産出が，安田（1958）によって報

告されている（第17図）。

　したがって，嘉例川火山灰層より上位の東海層群にも，

大阪層群下部同様にメタセコイア植物群消滅期を示す植

物化石が含有されている可能性が大きい．この点からみ

て，柴田ほか（1977）が，「花粉分析結果からみると，パ

ミス（注：嘉例川）火山灰層付近から暖・冷の気候変動

が激しくなり第四紀型の気候にはいるようである」と述

べていることは注目される．
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東海層群の層序と東海湖盆の古地理変遷（吉田史郎）

　5．3鮮新世・更新世境界

　大阪層群では，福田火山灰層直上付近のメタセコイア

植物群消滅期の始まりの層準が，鮮新世と更新世の境界

とされている（市原，1960）．嘉例川火山灰層は福田火山

灰層に対比される（吉川ほか，1988）から，鮮新世一更新

世境界嫉，嘉例川火山灰層直上付近に位置することにな

る．

6．東海湖盆の古地理変遷

　東海湖盆の古地理変遷を考察するため，初めに堆積物

の供給方向あるいは供給地を，古流向・礫種構成や累層

内部あるいは累層間の水平的な層相変化から累層ごとに

求める．古流向は，礫の覆瓦構造と礫層の基底に発達す

るチャンネルを用いた数例を除き，すべて板状型斜交層

理から得た．また礫種構成は，野外において中礫以上の

礫を200個以上数えて礫種ごとの個数比を求め，その結

果を5段階の割合で表示した．なお初めに，東海層群の

構成堆積物の供給源となっている，伊勢湾周辺の先東海

層群について略述する．

　6．1伊勢湾周辺の先東海層群の分布

　伊勢湾周辺の先東海層群には，古いものから美濃帯の

中・古生層，領家帯の変成岩類・深成岩類，山陽帯の一

員である白亜紀の火山岩類及び花嵩岩類，中一下部中新

統の第一瀬戸内累層群，中部中新統の瀬戸内火山岩類が

ある（第1・19図）．

［段丘及び沖積層
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　　瀬戸内火山岩類
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圏
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圓　　白亜紀花闘岩類　　e：鈴鹿花商岩

　　白亜紀火山岩類

麟　　f：濃飛流紋岩類　　9：湖東流紋岩類
　　h：犬上花闘斑岩
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第19図　伊勢湾周辺の先東海層群の地質概略図
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　中・古生層は，両白山地から養老山地を経て鈴鹿山脈

まで分布し，砂岩・泥岩・チャート・石灰岩・緑色岩か

らなる．領家帯の変成岩類と深成岩類は，主に布引山地

に分布し，領家帯変成岩類は片状ホルンフェルス・片麻

岩・珪質片麻岩などから，領家帯深成岩類は主にトーナ

ル岩・閃緑岩・斑れい岩・花謁閃緑岩・花闘岩などから

なる（山田ほか，1981）．

　山陽帯の火山岩類及び花南岩類は，湖東流紋岩類・酸

性貫入岩類・花闘岩に分けられる．湖東流紋岩類は鈴鹿

山脈西部から近江盆地にかけて露出し，流紋岩溶結凝灰

岩・軽石凝灰岩などからなる．酸性貫入岩類には，秦荘

石英斑岩・犬上花闘斑岩・猪ノ鼻及び青土トーナル岩が

ある．花闘岩は鈴鹿山脈中南部に分布し，鈴鹿花嵩岩と

呼ばれる中一粗粒黒雲母花嵩岩からなる（山田ほか，

1981；原山ほか，1989）．このような山陽帯火山岩及び花

筒岩類は，東海湖盆の北側から北東側にも大規模に分布

し，濃飛流紋岩類・奥美濃酸性岩類・貝月山花闘岩など

と呼ばれている．

　第一瀬戸内累層群は泥岩・砂岩・礫岩からなり，海

生・汽水生の化石を多産する．鈴鹿・布引山地には，一

志層群・鈴鹿層群などの第一瀬戸内累層群が分布する．

瀬戸内火山岩類は，伊勢湾周辺では室生火山岩と設楽火

山岩がある．室生火山岩は布引山地西方に分布し，流紋

岩溶結凝灰岩からなる．設楽火山岩類は知多半島の東方

に露出し，主に流紋岩質の火山岩・火砕岩から構成され

ている．

　6．2堆積物の供給方向と供給地

　6．2。1伊勢湾東岸地域と亀山地域

　初めに古流系と礫種構成から，土岐口陶土層と瀬戸陶

土層を除いた堆積物の供給方向と供給地について考察す

る．

　a．古流系（第20図）

　亀山地域の古流系は，次のような特徴を持つ．

　1）松阪・小山・西行谷累層と楠原累層の古流向は，

すべて鈴鹿・布引山地から平野への方向を示す．

　2）亀山累層の古流向には，①津市以南の北方向，②

亀山市安坂町付近の山地から平野への方向，③亀山累層

の大部分の層厚・範囲を占める南西方向，の三つがある．

これらのうち，①と②は1）の山地から平野への流れが，

亀山累層堆積時まで引き続いていたことを示す．

　以上の古流向資料は，松阪・小山・西行谷・楠原累層

の堆積物と亀山累層の一部の堆積物が山地側から，亀山

累層の大部分の堆積物が北東から来たことを示す．

　伊勢湾東岸地域の東海層群については，土岐砂礫層の

西一南向を示す古流向資料がある（中山，1985）．常滑累

層の古流向は，分布南部の常滑累層下部では北向き，分

布北部の常滑累層下部と上部では北東以外の向きを示す

（吉田・尾崎，1986）．

　b．礫種構成（第1表）

　松阪・小山・西行谷累層は，中新統の一志層群や鈴鹿
　　　　　　　　　　　　　　　　　ののぽワやま
層群起源礫を普遍的に含み，鈴鹿市南畑では野登山花膚

閃緑岩（宮村ほか，1981）を多く含んでいる．この点は，

3累層の堆積物が鈴鹿・布引山地側から来たことを示す古

流向資料と一致する．なお小山累層と西行谷累層には，

溶結凝灰岩礫が含有されているが，それぞれの分布位置

と古流向の向きを考えれば，小山累層の溶結凝灰岩礫は

室生火山岩起源，西行谷累層の方は湖東流紋岩類起源で

あろう．

　伊勢湾東岸地域に関しては，土岐砂礫層に濃飛流紋岩

礫が含まれていること（陶土団体研究グループ，1985；

中山，1985），矢田川累層に濃飛流紋岩と設楽火山岩礫

が認められることが報告されている（中山，1987）．

　c．累層ごとの供給方向・供給地

　知多半島南部の豊丘累層と，亀山地域の松阪・小山・

西行谷累層については，次のような推定が可能である．

　1）豊丘累層は，中新統師崎層群由来礫や，三波川帯

起源を想定させる結晶片岩礫を含み，層相は伊勢湾側に

向かって細粒になる（牧野内，1975）。したがって，堆積

物は南東側から来たことになる．

　2）松阪・小山・西行谷累層の堆積物が，鈴鹿・布引

山地側から来たことは，古流向・礫種構成からみて明ら

かである．しかし，構成礫種と古流向の特徴を考えると，

3累層の堆積物は別々の供給地からきた可能性が強い．例

えば，松阪累層の礫はチャートと一志層群砂岩礫がほと

んどを占め，古流向は北東向きを示すが，小山累層には

室生火山岩礫が少数含まれ，古流向は東向きを示す．こ

れに対し，西行谷累層には湖東流紋岩類や鈴鹿層群起源

礫が普通に含まれ，古流向は南東から南向きを示す．

　以上を総合すると，3累層の堆積物の供給地には，松

阪累層では南西の領家帯地域，小山累層では西の室生火

山岩地域，西行谷累層では北西の湖東流紋岩類地域が含

まれていたと推定される．なお西行谷累層については，

和田（1982）によって同様の見解が述べられている．

　3）泥層・砂層・礫層からなる楠原累層は，礫層の構成

礫種が下位の西行谷累層と同じであり，古流向も南東向

きを示すことから，堆積物は西行谷累層堆積時に引続い

て鈴鹿山脈側から来たに違いない．

　4）亀山累層下半部は常滑累層に，常滑累層は矢田川

累層にほぽ対比できる（第14図）．初めに古流向資料を

みると，常滑累層の分布北部の古流向は上下部とも北東
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　　　　　　東海層群の層序と東海湖盆の古地理変遷（吉田史郎）
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第1表　亀山地域の東海層群の礫種構成

　　　計測地点は第20図に示す．括弧付きの地名は模式地．

累
層
名
地　　名 計測位置 地

点

中・古生層 花
闘
岩

深中
成痘

岩基
類性

溶
結
寺
疑
灰
岩

中新統
砂岩

砂岩 チャート
泥岩・

ホルン
フェル

一志

層群

鈴鹿

層群

楠原 亀山市前田川 分布北部 A △ ⑭ △ △ ○ ○

西
行
谷

鈴鹿市南畑 分布最北部 B ⑱ 十 ◎

亀山市安坂山町 分布北部 C △ ◎ △ ◎ △

関町臼木一色 分布中部 D ◎ △ △ ◎ 0

小
　
　
山

津市片田町 分布北部 E ＠ ○ ○ ○

（一志町小山〉 分布中部 F 鯉 △ ○ O

松阪市伊勢寺 分布南部 G 爵 △ ○ ○

松阪 （松阪市上川町） 分布東部 H ＠ △ ○

㊥≧50％　50％＞◎≧25％　25％＞○≧5％　5％＞△≧1％　1％＞十

以外の方向を示し，亀山累層下半部の主要部の古流向は

南西向きを示す．次に3累層の水平的な層相変化をみる

と，①矢田川累層は礫一砂礫層などの礫質層に富み，②常

滑累層はシルト卓越の泥層と砂層に一部砂礫層を伴い，

③亀山累層下半部は粘土を良く含む泥層と砂層からなる

が礫質層は含まない．つまり3累層は，全体として北東

から南西に向かって細粒化する．更に矢田川累層には，

湖盆東に分布する濃飛流紋岩と設楽火山岩礫が含まれて

いる．

　一方，湖盆西縁部では，基底礫層堆積当時の鈴鹿・布

引山地側からの流れが，亀山市安坂山町付近と津市以南

において亀山累層堆積時にも認められる．また湖盆南縁

に近い常滑累層下部の古流向は北向きである．

　以上述べた3累層の古流向・層相変化を総合すると，

①堆積物は主に湖盆の東一北東側から供給された，②しか

し湖盆南縁部では，常滑累層下部（伊勢湾西岸では大体

阿漕火山灰層より下位の部分）の堆積期までは，南から

の流れが継続していた，③更に湖盆東縁の亀山市安坂町

付近では，鈴鹿山脈側からの堆積物の供給があった，と

まとめられる．

　5）土岐砂礫層については，古流向が西一南方向を指す

こと，濃飛流紋岩礫を含むことが指摘されていることか

ら，堆積物は濃飛流紋岩を含む地域からきたことが分か

る。

　6）亀山累層上半部の堆積物は，次の理由から亀山累

層下半部同様に北東からきたことが指摘できる．①亀山

累層上半部及び八王子累層の古流向は南西向きを示す

（第20図）②四日市市付近の八王子累層と亀山累層最上

部の層相変化をみると，前者の方が粗粒である（吉田，

1984）．③亀山累層の下半部と上半部の層相は変わらな

い。

　6．2．2　四日市地域

　八王子累層については前述したので，桜村累層（湯の

山礫相を除く）と泊累層について検討する．両累層の古

流向は，下位の八王子累層と同じく南西向きである（第

20図）．また東に位置する泊累層（礫質相）は，西側の

桜村累層（砂質相）に漸移的に移化する（吉田，1984）．

したがって，堆積物が北東から供給されたことは確実で

ある．

　6．2．3　養老地域

　本地域については，吉田（1988）によって既に議論さ

れたので，暮明累層について新たに考察を加え，他の累

層は，吉田（1988）の考察結果を要約する．第21・22

図に本地域の東海層群の古流向を，第2表に礫種構成を

示す．

　1）美鹿累層は，局所的に分布すること，構成礫種・基

質が分布背後の基盤岩の岩種に一致すること，それらの

淘汰が極めて悪いことなどの特徴から，分布に隣接する

基盤岩から堆積物が供給された．

　2）古野累層は泥層と砂層からなるが，古流向からみて

少なくとも砂層は養老山地側（つまり北東）からきた堆

積物によって形成された可能性が大きい．

　3）市之原累層は，古流向が南西向きを指すこと，層相

が南東に向かって細粒化すること，微量の溶結凝灰岩と
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養老地域北部の東海層群の古流向

吉田（1988）．A－Hは第2表の礫計測地点．

花闘岩の礫を含むことから，堆積物は北方から供給され，

その供給地には，養老山地北方50km付近の奥美濃酸性

岩類地域が含まれていた．

　4）暮明累層は養老山地南麓から四日市市北部にかけて

分布し（第3図b），古流向は全体に南向きを示し，北西

方向に市之原累層上部に移化する（第22図）．したがっ

て，堆積物は北側から供給されたことになる．暮明累層

には，市之原累層と違って溶結凝灰岩礫が普遍的に含有

されている（第2表）が，南向きの古流向が卓越するこ

とを考えると，これらの溶結凝灰岩礫の起源は，現在の

木曽川上流域に広く発達する濃飛流紋岩類に違いない．

　5）多良累層と大泉累層は同時異相の関係にあり，古流

向は南向き，つまり養老山地の延びの方向と平行である

（第21・22図）．また両累層の層相は，全体として南に向

かって細粒化する．多良累層は花闘岩礫を含み溶結凝灰

岩礫を含まない．これらの特徴から，2つの累層の堆積物

は，北方から鈴鹿・養老山地問を通過して供給された．

ただし，養老山地南麓の桑名市一東員町地域の大泉累層

は，古流向が南向きを示し（第22図），層相も北西側に

分布する大泉累層より粗粒なので，暮明累層同様に堆積
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第22図

物は北から供給されたに違いない．

　6）米野累層は，古流向が東方向を指し，犬上花嵩斑

岩礫を含み，礫の淘汰・円磨度が悪いなどの特徴から，

堆積物は鈴鹿山脈内部から供給された．

　6．2．4　鈴鹿地域

　初めに古流系と礫種構成から，堆積物の供給方向と供

給地について考察する．

　a．古流系（第23図）

　美鹿累層からは，北東向きを示す古流向が，多志田川

南支流域の1か所で得られた．多志田川累層の古流向は，

全体に東向きを示すが，分布中南部では南東から南南東

向きのものが多い．大泉累層の古流向は，多志田川累層

よりも全体に南にかたよるが，分布最北部の古流向の幾

つかは南南西の向きを示し，分布中部の福王山東方では

南東向きの古流向が卓越する．2か所で計測された湯の山

礫相の古流向は，いずれも東向きである．米野累層の古

流向は，青川北岸の麓村では北東向き，田光川南岸の杉

谷では南南東向きである．

　したがって古流向資料から判断すると，堆積物のほと

んどは，西の鈴鹿山脈側から供給されたことになる．

　b，礫種構成（第3表）

　最下部の美鹿累層は中・古生層起源礫だけからなるが，

他の累層は，溶結凝灰岩・花商斑岩・花闘岩の礫を含有

している．溶結凝灰岩礫は石榑・多志田川・大泉累層と

湯の山礫相に含まれ，花闘斑岩礫は最上部の米野累層に

だけ認められる．花嵩岩礫は，美鹿累層を除く各累層に

散在的に含まれているが，湯の山礫相では，下部には認

められず，上部になると数％含有されるようになる．
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橋王山
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第23図　鈴鹿地域の東海層群の古流向

　　　A－Mは第3表の礫計測地点．

　以上の礫種の供給源になるような地層・岩体のうち，

中・古生層と花闘岩は本地域の東海層群の基盤岩として

広く露出するが，溶結凝灰岩・花嵩斑岩は分布せず，し

かも供給源となるべき岩体は，本地域周辺でも限られた

分布を示す（第19図）．古流向が示す湖盆西側からの堆

積物の供給という点を考えると，溶結凝灰岩は湖東流紋

岩類，花南斑岩は犬上花闘斑岩を供給源とするに違いな

い．

　c．累層ごとの供給方向・供給地

　1）美鹿累層の分布形態，礫種構成・層厚・層相の特徴

は，養老地域の美鹿累層に良く一致し，古流向は北東向

きである．したがって堆積物の供給源が，同層分布地の

西に隣接する中・古生層であったことは確実である．

　2）石榑累層は美鹿累層同様に礫層からなり，その層厚

は100m以上に達する．また溶結凝灰岩礫を含み，大き

いものは長径30cmに達している．このような大きな溶

結凝灰岩礫の供給源としては，西方に分布する湖東流紋

岩類以外には考えられない．この推定は，石榑累層が鈴

鹿地域だけに分布し，また礫の淘汰・円磨度が美鹿累層

より良いことからも支持される．

　3）多志田川累層は，同累層にほぼ対比される養老山地

側の市之原累層と同じく礫層と泥層からなり，堆積物は

南に向かって細粒化する．市之原累層の堆積物の供給地

は，養老山地を超えた北方からと推定されたが，本累層

の堆積物も市之原累層の場合と同じ所から来たものとみ

なすと，以下の点を説明できない．

　①古流向が全体に東向きを示す．②市之原累層にほと

んど認められない溶結凝灰岩礫が，多志田川累層には少

量ながら普遍的に含まれている．また，礫径も多志田川

累層の場合の方が大きい．

　以上の理由から，多志田川累層の堆積物も西方からも

たらされ，その供給地には，石榑累層の場合と同様に，

湖東流紋岩類が含まれていたに違いない．

　4）多志田川累層の下位に発達する古野累層は，ほとん

ど泥層からなるため，堆積物の供給地を特定できるよう

な古流向・礫種構成などの資料は得られなかった．しか

し，下位の美鹿・石榑累層と上位の多志田川累層の堆積

物が，西方から供給されたことを考えれば，古野累層の

主な堆積物も西方からきたと考えるのが自然である．例

えば，古野累層は上方粗粒化し，上部では厚さ数m単位

の級化成層を示すが，このような上方粗粒化は，多志田

川累層を堆積した西からの運搬作用が古野累層上部の堆

積当時から，微弱ながら始まっていたことを表している

可能性が強い．

　5）大泉累層は，養老山地側の大泉累層と同じく泥層

優勢の泥層と砂層からなり，南に向かって細粒化する。

養老山地側の堆積物は，鈴鹿・養老山地間から来たと推

定されたが，本地域の堆積物も同じ源から来たとすると，

南南東一南東向きの古流向が卓越すること，本地域の方が

養老山地側より全体に堆積物が粗粒であること，溶結凝

灰岩礫を含むことを説明できない．

　したがって，本地域の堆積物の供給地には，多志田川

累層の場合と同じように，西方の湖東流紋岩類が含まれ

ていたものと推定される．ただし，本地域最北部の古流
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第2表　養老地域の東海層群の礫種構成

　　　計測地点は第21・22図に示す．括弧付きの地名は模式地．

累
層
名
地　　名 計測位置 地

点

中・古生層 花
闘
岩

花
商
斑
岸

溶
結
凝
灰
岩砂岩

チャート
泥岩・

緑色岩

米
　
　
　
野

上石津町岩須 分布北部 A ㊥ ◎ △

上石津町時 分布中部 B 翻 ◎ 十 十

藤原町中里ダム 分布南部 C ＠ ◎ 十 十

藤原町日内 分布最南部 D ◎ 醗

多
良

石津町山田谷川 分布北部 E △ ◎ ’
㊥ 十

上石津町三ツ里 分布南部 F ○ ◎ ⑱

市
之
原

北勢町川原 上　部 G ○ 曾 ◎

北勢町二之瀬 下　部 H ○ ⑭ ◎ 十 十

暮
　
　
明

員弁町スリーレイ

クスコルフ場北 分布西端 1 ○ ㊥ 十 △

東員町笹尾団
地北

分布西部 J ○ ㊥ 十 ○

桑名市大山田
団地

分布中部 K ○ ＠ △ ○

美鹿 （多度町美鹿〉 分布東部 L ㊥ 十

⑲≧50％　50％＞◎≧25％　25％＞○≧5％　5％＞△≧1％　1％＞＋

第3表 鈴鹿地域の東海層群の礫種構成
計測地点は第23図に示す．括弧付きの地名は模式地．

累
層
名

地　　名 計測位置 地
点

中・古生層 花
商
岩

花
闇
斑
岩

溶
結
そ
疑
灰
岩

砂岩 チャート
泥岩・

緑色岩

米
野

麓　村 分布北部 A ○ ⑭ ○ 十

杉　谷 分布南部 B ○ ㊥ ○ △ 十　？

大
　
　
泉

多志田川本流 分布北部 C ○ ⑭ ○ △

源太川南流 分布中部 D ○ 働 △ 十 △

杉　谷川 分布南部 E △ ⑱ 十

湯
の
山

湯の山ゴルフ場 上　部 F △ ＠ ○ △ ○

同　上 下　部 G ○ 働 △ ○

多
志
田
川

多志田川本流 分布北部 H ○ 醗 ○ △ △

源太川南流 分布中部 1 ◎ 齢 ○ △ △

杉　谷川 分布南部 J ○ ⑭ ○ 十

石
榑

源太川南流 K ◎ 曾 △ ○

（空川） L ○ 鯉 ○ 十 ○

美
鹿
多志田川南流

上　部

M
㊥ 十 十

下　部 麟

㊥≧50％　50％＞◎≧25％25％〉○≧5％　5％＞△≧1％　1％＞十
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第24図　東海層群の対比と東海層群堆積期の区分

向の幾つかは，南南西の向きを示すので，最北部の堆積

物の一部は，鈴鹿・養老山地問を通って供給された可能

性がある。

　6）湯の山礫相は主に礫層からなり，泥層と砂層を伴

う．堆積物の供給地は，以下に示す理由から，湖東流紋

岩類を含む西方に求められる．

　①古流向は東向きである．②鈴鹿山脈東麓に限って分

布し，層相は東方に細粒化する．③少量の溶結凝灰岩や

ごくわずかの花闘岩の礫を含む．④礫の淘汰・円磨度や

礫径は，石榑累層の場合と良く似ている．

　7）本地域の米野累層の層相・礫種構成は，養老地域

と変わらない．また古流向も北東あるいは南南東向きで

ある．したがって，本地域の米野累層の堆積物も，鈴鹿

山脈内部から来た．

　6．3　古地理変遷

　東海湖盆の発達段階を良く示せるような時間面で，東

海層群の堆積期（鮮新世初頭頃3L更新世前期末）を6つ

の時期に分け（第24図〉，各時期ごとの堆積域と堆積物

の供給方向を描いて6枚の古地理図を作成した（第

25－30図）．以下，第1期から順に述べる．

　第1期（鮮新世初頭頃：第25図）

　湖盆南側からの堆積物の供給によって，湖盆南部の基

底礫層が形成された時期を第1期とする．すなわち，東

海湖盆が発生した時期に当たる．

　この時期には，知多半島南部から伊勢湾西岸南部を結

ぶ方向に隆起部と沈降部が生じ，北側の沈降部に堆積物

が供給され，知多半島では豊丘累層（礫一砂礫）が，伊勢

湾西岸南部では松阪累層（礫）が堆積した．

　第2期（鮮新世前期一後期前葉：第26図）

　湖盆東一北東側及び西側からの堆積物の供給が始まった

時から，鈴鹿・養老地域の基底礫層の堆積が始まるまで

のあいだを第2期とする．

　この時期には堆積域は第1期よりも北に移動し，その

領域も大きくなった．第1期に引き続く南からの供給は，

常滑累層下部（泥・砂）や亀山累層（泥・砂）の阿漕火

3）東海湖盆の発生時期は，牧野内ほか（1983）によって6．5Ma頃

　と推定された．この値は常滑累層の堆積速度が一定と仮定して，

　フィッショントラック年代と層厚の関係から平均堆積速度を求

　め，それを豊丘累層の基底まで外挿して得たものである．同様の

　手法で川島II・岩森（市之原）・阿漕火山灰層の年代と亀山累層

　の層厚を用いて計算すると，松阪累層の基底年代は5．2から5．6

　Maの鮮新世と中新世の境界付近にくるので，ここでは，東海湖

　盆の発生時期を鮮新世初頭頃と表現した．
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山灰層の堆積時当りまでは，穏やかながら継続されてい

たがやがて停止し，その後は湖盆東一北東側の設楽火山

岩一濃飛流紋岩類地域からの堆積物の供給が卓越するよう

になった．この東一北東側からの流れによって堆積したの

が，北東から南西に向かって，土岐砂礫層（礫），矢田川

累層（礫・砂・泥），常滑累層上部（砂・泥），阿漕火山

灰層付近より上位の亀山累層下半部（砂・泥）である．

一方湖盆西側，すなわち布引山地及び鈴鹿山脈南部側か

らの堆積物の供給は，それぞれの山地前縁に厚い基底礫

層（小山累層と西行谷累層）を堆積した．

　以上述べた2つの流れによる堆積場の境界付近には，

穏やかな堆積環境，例えば亜炭を堆積するような沼沢地

が生じ，楠原累層（泥・砂・礫）が堆積した．

　第3期（鮮新世後期前葉：第27図）

　鈴鹿・養老地域の沈降の開始から，市之原累層の堆積’

が始まるまでの期問を第3期とする．湖盆の堆積域は更

に北西側に移動し，鈴鹿・養老地域以外では，湖盆北東

側からの堆積物の供給によって引続き亀山累層上半部

（砂・泥）が堆積した．

　一方，鈴鹿・養老地域では，美鹿・古野・石榑累層が

堆積した．美鹿累層は鈴鹿・養老山地の山麓に局所的に

分布し，堆積物は隣接の基盤山地から来た．古野累層は

美鹿累層を欠く領域では基盤に直接載り，沈降部の全域

に分布する．石榑累層は鈴鹿山脈山麓のみに堆積するが，

比較的厚い礫層からなり，堆積物は遠方から供給されて

いる．以上の点を踏まえて，鈴鹿・養老地域の当時の古

地理を考察すると，次のようになる．

　この堆積域では，隣接の基盤山地から供給された礫層

（美鹿累層）が，山地前縁に局所的に堆積した．ただし1

か所，鈴鹿山脈中部の山麓では，湖東流紋岩類地域を含

む領域から堆積物が運ばれ，当時の山地前縁に厚い礫層

（石榑累層）が堆積した．美鹿・石榑累層の堆積域を除く

地域では，沼沢地のような堆積環境にあり，亜炭を伴う

泥層主体の堆積物（古野累層）が形成された．

　第4期（鮮新世後期中葉：第28図）

　養老地域に市之原累層が堆積した時期を第4期とする．

湖盆の堆積域は更に西側に移動した．当時の湖盆内に堆

積物を供給した流れには，第3期に続く湖盆東側からの

経路，養老山地を通過した北からの経路，鈴鹿山脈側か

らの経路の三つがあった．

　湖盆東側からの経路は，第3期よりも北寄り，つまり

北北東からの流れになった．この北北東からの流れによっ

て，北から暮明累層（礫・砂・泥），泊累層（礫・砂・

泥）と桜村累層（砂・泥）の最下部，八王子累層（泥・

砂に礫を含む），亀山累層最上部が堆積した．養老山地を

通過する北からの流れは，市之原累層（礫・泥）を，鈴

鹿山脈側からの流れは，多志田川累層（礫・泥）と鈴鹿

地域の大泉累層下部（砂・泥）を堆積した．

　第5期（鮮新世後期後葉一更新世前期前半：第29図）

　養老地域に大泉累層が堆積した時期を第5期とする．

湖盆の堆積域は更に西側に移動した．当時の湖盆内への

堆積物の供給は，第4期と同じ3方向から供給されてい

るが，供給方向や湖盆内部への堆積物の運搬位置に若干

の違いがあった．

　第4期の湖盆北北東側からの経路は，この時期にはほ

とんど北からの流れになり，桑名市から四日市市の大泉

累層と，泊・桜村累層主部を堆積した．養老山地北方か

らの経路は，養老・鈴鹿山地間を通過する流れになり，

養老地域の多良累層（礫・泥）と大泉累層（泥・砂）の

堆積物を供給した．鈴鹿山脈側からの流れは，多志田川

累層に引き続いて鈴鹿地域の大泉累層主部を堆積したが，

第4期より南の鈴鹿山脈東縁部でも活発になり，湯の山

礫相（礫・泥）の堆積物を供給した．

　第6期（更新世前期後半：第30図）

　鈴鹿・養老地域に米野累層が堆積した時期を第6期と

する．堆積域は湖盆北西縁に移動縮小し，その範囲は鈴

鹿・養老山地問に限られた4）．鈴鹿・養老山地問の経路

は，多良累層最上部堆積後に閉塞され，その後は鈴鹿山

脈から，米野累層の堆積物が供給された．

7．ま　と　め

　1．東海層群の分布地域を，伊勢湾西岸では亀山地域・

四日市地域・養老地域・鈴鹿地域，伊勢湾東岸では東濃

地方・瀬戸市一名古屋市東部・知多半島に分け，各地域

の東海層群を対比した結果，下一中部の累層は伊勢湾東岸

地域から伊勢湾西岸中南部に，上部の累層は伊勢湾西岸

北部に発達する北勢盆状構造を取り巻いて，最上部の米

野累層は鈴鹿山脈と養老山地の間に分布することが分

かった（第14・24図）．

　2．東海層群からこれまで報告されて来た植物化石と

長鼻類化石の産出層準及びフィッショントラック年代を，

今回設定した火山灰層序に基づいて整理した結果，次の

諸点が明らかになった（第17図）．

　1）伊勢湾西岸の東海層群はメタセコイア植物群期に属

する．

　2）花粉化石は，C4η8は古野累層まで，めssαは市之

4）ただしここで言う堆積域とは，東海層群が堆積した領域のみをさ

　す．この時期，濃尾平野から四日市市北部にかけて，弥富累層と

　その相当層が，広範囲に堆積していたことが，その後の調査検討

　から判明した．この新知見については，吉田ほか（1990）によっ

　て報告する．
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第29図　東海湖盆の古地理一第5期一

　　　凡例は第25図と同じ．

第30図 東海湖盆の古地理一第6期一
凡例は第25図と同じ．

原累層下部まで，L勾躍吻吻蝕7は市之原累層上部あるい

は亀山累層最上部まで産出する．

　3）エレファントイデスゾウは，大谷池火山灰層下位か

ら野村火山灰層上位までの，アカシゾウは其原火山灰層

上位から米野皿火山灰層下位までの層準から産する．

　3．東海層群と大阪・古琵琶湖層群の関係を考察した

結果，次のような結論が得られた（第18図）．

　1）養老・鈴鹿地域の東海層群は，大阪層群下部から

最下部に相当し，四日市・亀山地域そして知多半島の東

海層群は，大阪層群最下部及び古琵琶湖層群下部に相当

する部分と更にそれより下位層準を含む．

　2）3層群の植物・長鼻類化石の生層序分布と，火山灰

層による3層群の対比は矛盾しない．ただしメタセコイ

ア植物群消滅期は，東海層群では今の所明確に確認され

ていない．

　3）東海層群における鮮新世と更新世の境界は，嘉例川

火山灰層直上付近である．

　4．東海湖盆の古地理変遷を考察するため，初めに各累

層の堆積物の供給方向（あるいは供給地）を求め，次に

湖盆の古地理を6期に分けて示した（第25－30図）．

　湖盆内部への堆積物の供給地には大別して，①湖盆南

側，②湖盆東側及び北側，③湖盆西側の鈴鹿・布引山地

側，の3地域が認められる．

　①の南からの供給は，第1期と第2期前半のみ認めら

れる．②の湖盆東側一北側からの流れは，第2期から第6

期当初まで認められるが，堆積物の供給地は，反時計廻

りに東から北に移動している．③の鈴鹿・布引山地側か

らの流れは，第2期から第6期を通して認められ，その

湖盆内部への出口は，鈴鹿山脈中部で第4期から第5期

にかけて北から南方向に移動したことを除くと，後の時

期ほど南から北に移動した．

　以上述べた堆積物の供給方向の変化と，東海層群の層

序・分布形態・地質年代を総合すると，東海湖盆の古地

理変遷は，次のように要約される．

　東海湖盆は鮮新世初頭頃に，知多半島南部から伊勢湾

西岸南部を結ぶ領域に発生し，当時は堆積物が南から供

給された．その後，鮮新世前期から更新世前期にかけ，

堆積域は北あるいは北北西方向に移動した．当時の湖盆

内部への堆積物の供給は，湖盆東あるいは北側からのも

のと，鈴鹿・布引山地側からのものがあったが，巨視的

にみて両者とも，堆積物を運搬した流れは次第に北側に

移った．更新世前期後半になると，堆積域は鈴鹿山脈と

養老山地間の領域に縮小し，鈴鹿山脈からだけ堆積物が

供給された．
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